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1. はじめに 

2009 年から順次，小学校，中学校，高等学校

の教育課程においてダンスが必修化された．そ

の中でも現代リズムダンスとして HIPHOP や

LOCK などのストリートダンスに注目が集まっ

ている．それに伴いストリートダンススクール

も増え，一般社団法人ストリートダンス教会に

よりストリートダンス検定 [1]（HIPHOP，

LOCK，POP，BREAK，HOUSE，JAZZ の全

6 ジャンル）が発足した．レコード会社などのエ

ンターテインメント企業，スポーツ関連企業も

急速に広がるストリートダンス市場に注目して

いる． 

その一方で，学校教育の現場ではいくつかの

問題が起こっている．一番の問題は，ダンスを

教える立場である教師のほとんどがストリート

ダンスの未経験者ということである．プロダン

サーによる教師への講習会も行われているが，

プロダンサーの人数は限られており，機会が非

常に少ないため，教師が十分な指導が受けられ

ていない現状がある． 

そこで本研究では，熟練者のダンスの映像を

手本として，ダンス未経験の教師どうしが互い

の問題点や評価ポイントを教え合うピアエデュ

ケーションの場を設定し，教える側と教えられ

る側の双方を支援するシステムを検討する．そ

の先行研究として著者らは，初心者と経験者の

ストリートダンス動作の解析を行った[2]．初心

者の特徴と経験者の特徴を明らかにするため，

モーションキャプチャシステムを用いてダンス

動作の計測を行った．その結果，初心者と経験

者間で違った特徴がみられた．この先行研究の

結果を参考にして，教師が生徒にダンスを教え

る際の要点や評価のポイントなどを明確にする

とともに，教師どうしでチェックし合うポイン

トを明示化し意識させる方法を検討する． 

 

 

 

 

 

 

 

2. 先行研究 

 著者の先行研究では，ストリートダンスの 1

つのジャンルである HIPHOP ダンスにおいて，

初心者と経験者の動作の違いを解析し，初心者

の特徴と経験者の特徴を明らかにするため，モ

ーションキャプチャシステムを用いてダンス動

作の解析を行った．熟練度の違うダンサー (熟練

者 3 名，初心者 2 名) に簡単なルーティン (ダウ

ン，ステップ[8 ビート，16 ビート]，ホーシング，

キックバック，ランニングマン) を踊ってもらっ

た．そこで取得したデータをもとに動作特徴の

比較を行い，多変量解析によってダンス動作の

解析を行った．動作特徴の比較では，「ストリ

ートダンス検定HIPHOP」[1] にて注意すべき点

として挙げられている項目を参考に「頭の使い

方」，「身体の開き」，「動きのキレ」につい

て動作比較を行った．多変量解析では，主成分

分析と重回帰分析を行い，初心者と経験者の違

いを明確にした． 

 初心者と経験者を比較する際の特徴量として，

身体の各部の速さと加速度，首や腰の角度，身

体の開きが重要であると考えた[3][4]．そこで，

運動の時間的な側面を表す「時性的特性」，運

動の形態的な側面を表す「空間的特性」，運動

のエネルギー的な側面を表す「力学的特性」の 3

つのパラメータを採用した．この 3 つのパラメ

ータに対応する指標を定め，それらの値を算出

した． 

 「頭の使い方」とは身体の動きだけでなく，

頭でも同様にリズムが刻めているかという指標

である．ストリートダンスの基本の動きである

ダウン（膝を使いその場でビートに合わせて体

を下げる動作）に着目し，頭のマーカの移動距

離を算出し，その平均値と標準偏差を比較した．

その結果，経験者の特徴として「頭でリズムを

刻んで踊ることができる」ということが示され

た． 

「身体の開き」については，経験者の中でも

多少のばらつきがみられるが，一般的に経験者

の方が初心者より身体の開きの標準偏差が高い

傾向を示した．時系列でみても，初心者の数値

の変動は小さく，経験者の数値の変動は大きか

った．これより経験者の特徴として「身体全体
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を大きく使って踊ることができる」ということ

が示された． 

「動きのキレ」では，動作ごとに特徴が表れ

た．ダウンでは初心者の値が大きかったが，そ

れ以外では経験者の値が大きかった．これより

経験者の特徴として「動作ごとに身体の動きを

制御し，キレのある動きをすることができる」

ということが示された． 

 主成分分析の結果では，動作ごとに初心者と

経験者で違いがみられた．また，重回帰分析の

結果では，肘やかかとなどの注目されやすい部

位によってダンサーの熟練度は説明できること

が示された．評価を行ったダンサーが，実験協

力者が初心者であるか経験者であるかを容易に

判断できたため，実験協力者の熟練度を目に見

えやすい手の動きや足の動きによって評価した

ものであることも考えられる． 

 

3. システムの提案 

 以上のような先行研究の結果に基づいて，ダ

ンス初心者である教師どうしが互いにチェック

し合う場面を支援するシステムを検討する． 

 本研究では，熟練者のダンス映像を手本とし

て，教師どうしで互いに問題点や評価のポイン

トを教え合うピアエデュケーションの場を設定

し，そこで支援するシステムを検討する． 

 現役の教師に対し，ストリートダンス講習会

を開き，アンケートを取ることにより，教えら

れる立場の人間がどのように考えているのか

（教えてくれたらわかりやすいかなど）を明確

にすることができる．このデータに基づいて，

教える側の意図と教えられる側のニーズを合わ

せることができ，効果を上げることができると

期待される．現在は，講習会に参加して，アン

ケート調査や観察を通じて， ニーズを調査して

いる． 

 授業で生徒に教える際のノウハウや要点（手

足の動かし方など）を明確に伝えることができ

れば，教師も自信を持って生徒にダンスを教え

ることができると思われる．また，著者の先行

研究を基に評価のポイントを設定することによ

り，授業としてのストリートダンスの評価ポイ

ントを明確にできる．  

 現時点では，ペアを組む教師の一方を評価者

として，タブレット端末を用いて熟練者のダン

ス映像と比較し，相手教師の動作のチェックを

支援する方法を検討している．また，実際のイ

ンストラクターが教える際の流れである「相手

のダンスを見る→良い動きをイメージ→比較→

違いを考える→言葉や動きで伝える」という段

階を踏襲することが重要であると考える．そこ

で，最初から正解を提示するのではなく，ヒン

ト（注意する部位を光らせるなど）を提供する

ことによって評価者に「違いを考える」ところ

までの段階に誘導できると考える．その上で，

光らせていた部位のアドバイスや正解を提供す

ることによって「教える」という一連の流れを

経験することができる． 

また，教えられる側からのフィードバックに

より，分かりやすかった教え方・わかりにくか

った教え方を評価者に伝えることによって，よ

り良い教え方を習得することができる．さらに，

これらの評価を蓄積することによって，生徒を

指導するときに参考にできるようにする． 

 

4. まとめ 

 本研究では，ストリートダンス未経験である

教師が互いに問題点や評価のポイントを教え合

うピアエデュケーションの場を設定し，そこで

支援するシステムを検討するものである．現段

階では，プロによるストリートダンスの講習会

を受けた教師へのアンケートや，著者の先行研

究を参考とした評価方法の設定を行っている． 

今後の課題として，「映像だけでプロによる

講習会と同等程度の効果が得られるのか」，

「未経験者が未経験者にダンスを教えるにはど

うすべきか」，「未経験者でもわかる評価の方

法」などを研究していく必要がある． 

 なお本研究は，日本ストリートダンススタジ

オ教会（NSSA），名古屋大学総合保険体育科学

センターとともに設立・運営している産学共同

研究組織「ストリートダンス・エデュケーショ

ン・ラボ」の共同研究として実施しているもの

である．講習会も NSSA の講習会を活用してい

る． 
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